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鬘
榊

特

集
/
魅
力
と
活
力
あ
恐
れ
る
地
域
づ
く
り
の
推
進

"瀦
薇鬘臓孫翔鬘
鬘
J

魅
力
と
活
力
あ
愚
れ
る
地
域
づ
く
り
の
推
進

機　

道
路
局
国
道
課
道
路
整
備
調
整
室

バ
ブ
ル
経
済
の
崩
壊
、
急
激
な
円
高
の
進
行
、
阪
神
･

淡
路
大
震
災
等
に
よ
り
、
我
が
国
の
経
済
の
停
滞
化
、
産

業
の
空
洞
化
等
が
進
展
す
る
と
と
も
に
、
地
域
の
活
力
低

下
を
引
き
起
こ
し
て
い
る
現
状
に
あ
る
。

そ
の
た
め
、
高
規
格
幹
線
道
路
、
地
域
高
規
格
道
路
の

整
備
に
よ
る
地
域
の
交
流
･
連
携
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
充
実
、

21
世
紀
活
力
圏
創
造
事
業
等
の
地
域
振
興
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

の
重
点
的
な
推
進
等
に
よ
り
、
景
気
の
拡
大
、
地
域
の
活

力
回
復
が
求
め
ら
れ
て
い
る
o

地
域
の
活
性
化
を
図
る
た
め
に
は
、
交
流
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
の
整
備
に
よ
る
地
域
を
超
え
た
多
様
な
連
携
を
通
じ
て
、

地
域
の
個
性
に
応
じ
た
多
様
な
選
択
肢
を
提
供
す
る
と
と

も
に
、
地
域
経
済
を
活
性
化
す
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
重
点

的
に
実
施
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

こ
の
た
め
、
平
成
八
年
度
よ
り
、
地
方
に
お
け
る
生
活

基
盤
と
産
業
基
盤
に
つ
い
て
、
通
商
産
業
省
と
建
設
省
が

連
携
し
て
、
両
省
所
管
の
事
業
を
総
合
的
･
計
画
的
に
実

施
す
る

｢21
世
紀
活
力
圏
創
造
事
業
｣
や
、
地
域
が
要
望

す
る
地
域
振
興
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
つ
い
て
、
重
点
的
に
支

援
す
る

｢地
域
活
性
化
促
進
道
路
事
業
｣
を
創
設
す
る
と

と
も
に
、
農
林
水
産
省
と
連
携
し
て
、
中
山
間
地
域
を
対

象
に

｢道
の
駅
｣
な
ど
の
複
合
拠
点
化
と
情
報
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
化
を
図
る

｢ふ
る
さ
と
交
流
拠
点
事
業
｣
を
創
設
す

る
こ
と
と
し
た
。

一

劉
世
紀
活
力
圏
創
造
事
業

産
業
の
空
洞
化
、
景
気
の
停
滞
等
で
経
済
が
低
迷
し
て

い
る
地
域
の
活
力
と
創
造
性
を
高
め
る
た
め
、
地
方
公
共

団
体
が
地
域
の
個
性
や
創
意
工
夫
に
よ
り
広
域
的
視
点
か

こ
つ
、

①
中
心
市
街
地
の
活
性
化
と
郊
外
部
の
地
域
拠
点
形
成

②
新
産
業
の
育
成
と
既
存
産
業
の
活
性
化

③
生
活
基
盤
と
産
業
基
盤
の
整
備

と
い
っ
た
施
策
の
組
み
合
せ
に
よ
る
プ
ラ
ン
を
自
ら
作
成

し
、
こ
れ
を
基
に
、
通
商
産
業
省
及
び
建
設
省
所
管
の
各

種
施
策
を
連
携
実
施
し
、
21
世
紀
に
向
け
た
活
力
圏
の
形

成
を
総
合
的
･
計
画
的
に
誘
導
す
る
も
の
で
あ
る
。

本
事
業
は
、
地
方
公
共
団
体
が
、
あ
る
程
度
の
工
業
･

商
業
･
業
務
機
能
の
集
積
が
あ
り
、
か
つ
、
地
域
の
一
体

性
が
確
保
さ
れ
る
圏
域
を
対
象
に
、
他
の
地
域
の
模
範
足

り
う
る
コ
ン
セ
プ
ト
及
び
、
圏
域
の
将
来
を
見
据
え
た
地

域
づ
く
り
ビ
ジ
ョ
ン
を
提
示
し
て
い
る
基
本
計
画
を
作
成

し
、
両
省
が
こ
れ
を
認
定
後
、
地
方
公
共
団
体
及
び
両
省

の
地
方
部
局
等
か
ら
な
る
協
議
会
に
お
い
て
、
基
本
計
画

の
実
現
に
必
要
な
事
業
計
画

(整
備
計
画
、
概
ね
五
年
程



度
)
を
作
成
し
、
こ
れ
に
基
づ
き
、
両
省
の
支
援
施
策
を

総
合
的
･
計
画
的
に
進
め
る

(図
ー
)。

現
在
、
表
ー
に
示
す
一
六
地
域
の
基
本
計
画
が
認
定
さ

れ
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、
今
後
、
認
定
基
本
計
画
分
に
つ
い

て
、
整
備
計
画
を
策
定
す
る
こ
と
と
な
る
。
ま
た
、
八
年

一
〇
月
に
目
途
に
九
年
度
分
の
基
本
計
画
の
募
集
を
行
う

予 一 て れ 総 度
定 ○ 、 た 現 合 )
で 月 整 と 在 的 を
あ に 備 こ 、 ･ 作 地方都市圏
る 垂 る 表 言 成 (郊外)
o 途 画 で 1 画 し

通商産業省関連支援施策の例に を に 白、 、
･e研究開発施設、インキュベータの整備

れ
e情報関連施設の整備

に
e商店街･共同店舗整備支援
の中小企業による共同物流施設整備等に対する支援

e特定商業集積に対する支援 等

建設省関連支援施策の例
e S A ･P A、 lC等と物流施設等の一体的整備

o関連道路等の整備
eウ才一キング･トレイル事業
e関連河川の改修 等

　　　 　
　　　 　 　

年 い さ を ‘““

重 で な ク ロ

一
一
地
域
活
性
化
促
進
道
路
事
業

地
元
の
市
町
村
･
経
済
界
等
が
要
望
す
る
地
域
振
興
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
進
め
る
上
で
不
可
欠
な
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
を
確
保
す
る
た
め
に
必
要
な
バ
イ
パ
ス
、
拡
幅
、
新
設

な
ど
の
道
路
事
業
の
う
ち
、
さ
ら
に
整
備
を
早
め
る
こ
と

で
よ
り
大
き
な
事
業
効
果
が
期
待
で
き
る
も
の
に
つ
い
て

重
点
投
資
を
行
う
も
の
で
あ
る
。

ジ 地 一
エ 兀
ク の 地方都市圏

(中心市街地)

通商産業省関連支援施策の例
o研究開発施設、インキュベータの整備
e情報関連施設の整備
●商店街･共同店舗整備支援
e中小企業による共同物流施設整備等に対する支援

の特定商業集積に対する支援 等
建設省関連支援施策の例

eコミュニティ道路
e電線共同溝 (C ･C ･ B O X )
●シンボルロード事業
●駐車場 ･駐輪場
6商業地域振興
e区画整理事業
0再開発事業
"ウオーキング･トレイル事業
e下水道整備 等

図 1 21世紀活力圏創造事業のイメージ

現
在
、
都
道
府
県
等
の
長
か
ら
の
、
地
域
振
興
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
及
び
地
域
活
性
化
促
進
道
路
事
業
の
整
備
要
望
の

報
告
に
基
づ
き
、
全
国
一
六
八
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

(四
七
都

道
府
県
･
七
政
令
指
定
都
市
)
に
つ
い
て
、
地
域
活
性
化

促
進
道
路
事
業
の
整
備
計
画
を
作
成
し
た
と
こ
ろ
で
あ
り

(表
2
)、
今
後
、
事
業
の
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
を
毎
年
度
行

い
、
概
ね
五
年
以
内
に
道
路
事
業
を
完
成
す
る
。

しミ ( 、 能 生 ヲ 王 表 1 平成 8年度 21齢己活力 剛 造事業認定箇所

圏 域 名 構 成 市 町 村 名

北海道小樽地域 小樽市

北海道千歳･苫小牧地域 千歳市、苫小牧市

青森県弘前地域 弘前市

岩手県北上･金ヶ崎地域 北上市、金ヶ崎町

福島県福島地域 福島市

茨城県水戸･n立地域 =立市、東海村、ひたちなか市、水戸市、茨城町、友部町

栃木県宇都宮地域 宇都宮市、上三川町、高根沢町

新潟県阿賀北地域 新発田市、中条町、紫雲寺町、豊浦町、聖篭町、加治川村、黒川村

静岡県浜松周辺地域 浜松市、浜北市、天竜市、細江町、引差町、鬚潴町、舞坂町

岐阜県rh濃地域 関市、美濃市、美濃加茂市、富加町、川辺町

愛知県名古屋東部丘陵地域 瀬戸市、豊田市、尾張旭市、日進市、長久手町

大阪府北河内地域 守n市、枚方市、寝屋川市、大東市、門真市、四条畷市、交野市

広島県広島臨空地域 東広島市、河内町、本郷町

高知県高知 ･南国 ･上佐山肝地域 高知市、南国市、土佐山田町

大分県別杵地域 別府市、杵築市、日出町

鹿児島県国分隼人地域 国分市、隼人町、溝辺町、粟野町、牧園町

イ丁 シ (注)構成市町村は、その一部のみが県域に含まれてぃるものがぁる。

4 道ノーセ 96.5道々テセ 96.5



三

窓
る
さ
と
交
流
拠
点
事
業

中
山
間
地
域
の
活
性
化
を
支
援
す
る
た
め
、
農
林
水
産

省
と
連
携
を
図
っ
て
、
｢道
の
駅
｣な
ど
に
お
い
て
、
物
産

館
、
美
術
館
、
博
物
館
、
及
び
商
業
･
物
流
施
設
等
と
を

複
合
的
･
一
体
的
に
整
備
す
る
と
と
も
に
、
道
路
･
地
域

情
報
な
ど
の
発
信
や
他
の
拠
点
と
の
情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

化
を
推
進
す
る
こ
と
に
よ
り
、
新
た
な
地
域
拠
点
の
整
備

を
行
う
も
の
で
あ
る
。

現
在
、
農
林
水
産
省
と
連
携
し
、
事
業
箇
所
の
申
請
を

表 2 全国168プロジェクト
(47都道府県 ･ 7政令指定都市)

施策分類 エジ

数
ロ
ート

プ

ク
具 体 例

都道府県長期機 127 他驫謝
縦

姻
ネ

合

一
蝋
舛

努
浄

腺
補

粃
靴

県

県
形
本

山
熊

地方拠点都市地域 45 他締
獅

点

点
穰
樅

地
地

部

域

中

園
上
府

北

中

県

県

手
梨

岩

山

テクノポリス建設 M
県
県

野
木

長
栃 他

、
画

画

計

計

発

発

閣
開

ス

ス
リ
ノ

リ
ポ

ポ

ノ

ノ
ク

ク

テ
翫
舘

浅

宇

リゾート地域整備 16
県

県

葉

川

千

香 他業
、
事

想

化解
離

整

域

域

-地

地
合

中
槻

ゾ

広
リ
岐

総
讃

房
東

大規模イベント開催 n
県
県

阜

媛

岐

愛 他トンべイー

ふ
念

ぎ

記

村
成

ト

完
ン
橋

べ
大

イ
海

馳
煎

世

瀬

空港 港湾等支援 "
県

県
形
川

山
石

轢
他

鰤
慕

港
事

田

設

酒

建

湾

港

港

空
級
縊

合 計 168

複数の施策に位置付けられるプロジェクトは、 重複計上

受
け
付
け
て
お
り
、
今
後
、
事
業
箇
所
を
決
定
し
、
情
報

ル
や
橋
梁
を
整
備
す
る

｢交
流
ふ
れ
あ
い
ト
ン
ネ
ル
･
橋

提
供
施
設
の
整
備
や
、
周
辺
環
境
整
備
に
つ
い
て
積
極
的

に
事
業
を
進
め
て
い
く
o

四

交
流
ふ
れ
あ
い
ト
ン
ネ
ル
･
橋
梁
整
備
事

業
地
域
的
な
制
約
に
よ
り
相
互
の
交
流
が
遅
れ
て
い
る
都

道
府
県
間
、
市
町
村
間
等
を
連
絡
す
る
大
規
模
な
ト
ン
ネ

　

　

　

　

　

　　

　　
　

　
　

ん
、

、ノ

図 2 交流ふれあいトンネル ･橋梁整備事業のイメージ

梁
整
備
事
業
｣
に
よ
り
、
山
間
･
奥
地
等
に
お
け
る
産
業

5

の
基
盤
と
な
る
道
路
の
整
備
を
推
進
す
る

(図
2
)。

5%

現
在
、主
要
地
方
道
阿
久
根
東
郷
線
横
座
ト
ン
ネ
ル
(鹿

セ

児
島
県
)
を
は
じ
め
と
す
る
全
国
八
五
箇
所
に
つ
い
て
事

漸

業
を
実
施
中
で
あ
る
。

五

お
わ
り
に

以
上
の
よ
う
な
事
業
を
は
じ
め
と
し
て
、
建
設
省
道
路

局
で
は
、
地
域
活
性
化
を
支
援
す
る
道
路
整
備
を
積
極
的

に
進
め
て
い
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
今
後
と
も
、
地
域

の
個
性
的
な
取
り
組
み
を
活
か
し
つ
つ
事
業
を
進
め
て
い

く
所
在
で
あ
る
o



鬘
亥騨
膨

特

集
/
魅
力
と
活
力
あ
恐
れ
る
地
域
づ
く
り
の
推
進

“
鴛鰡鬘
孫鷲
榊
嚢

道
路
開
発
資
金
制
度
に
よ
る
地
域
づ
く
り
の
推
進

道
路
局
道
路
総
務
課
道
路
資
金
企
画
室

は
じ
め
に

道
路
開
発
資
金
制
度
は
、
道
路
に
関
連
す
る
公
共
的
な

事
業
分
野
に
お
け
る
民
間
活
力
の
導
入
を
推
進
す
る
と
と

も
に
、
国
民
の
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
た
豊
か
な
道
路
空
間
の

創
造
と
高
度
利
用
の
促
進
を
図
る
た
め
、
国
の
資
金
で
あ

る
道
路
開
発
資
金
貸
付
金
と
民
間
資
金
を
活
用
し
、
長
期

か
つ
低
利
の
融
資
を
行
う
政
策
金
融
制
度
で
あ
る
。
道
路

整
備
特
別
会
計
の
新
し
い
貸
付
金
制
度
と
し
て
昭
和
六
〇

年
度
に
創
設
さ
れ
て
以
来
、
初
年
度
約
三
四
〇
億
円
で
あ

っ
た
融
資
実
績
は
約
三
倍
の
規
模
に
至
っ
て
お
り
、
平
成

八
年
度
当
初
予
算
ベ
ー
ス
で
は
約
一
、
0
二
九
億
円
の
融

資
が
予
定
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
平
成
七
年
度
ま
で
の
融

資
実
績
は
約
七
、
九
〇
七
億
円
に
至
っ
て
い
る
。

二
一
世
紀
を
目
前
に
迎
え
て
、
こ
れ
か
ら
の
道
路
整
備

に
つ
い
て
は
、生
活
の
豊
か
さ
を
求
め
る
動
き
、高
齢
化
及

び
情
報
通
信
等
の
分
野
に
お
け
る
急
激
な
技
術
革
新
の
進

展
等
の
社
会
経
済
構
造
の
新
し
い
変
化
に
対
応
し
、
道
路

機
能
の
質
的
な
向
上
を
図
る
こ
と
が
極
め
て
重
要
と
な
っ

て
い
る
。
道
路
開
発
資
金
制
度
は
道
路
に
関
連
す
る
公
共

の
利
益
に
資
す
る
事
業
を
行
う
民
間
事
業
者
等
に
対
し
て
、

国
の
貸
付
金
と
原
則
と
し
て
同
額
の
民
間
資
金
を
組
み
合

わ
せ
て
長
期
か
つ
低
利
の
融
資
を
行
う
も
の
で
あ
り
道
路

管
理
者
と
地
域
生
活
者
、
道
路
利
用
者
そ
の
他
の
関
係
者

の
協
力
と
連
携
に
す
る
｢社
会
空
間
｣と
し
て
の
道
路
整
備

へ
の
複
合
的
な
取
り
組
み
を
推
進
す
る
に
当
た
っ
て
、
そ

の
有
効
な
支
援
方
策
と
し
て
位
置
づ
け
る
こ
と
が
で
き
る
。

後
述
す
る
よ
う
に
、
本
制
度
の
貸
付
対
象
と
な
る
事
業

は
、
道
路
に
関
連
す
る
事
業
分
野
に
つ
い
て
多
岐
に
渡
っ

て
お
り
、
魅
力
と
活
力
あ
る
地
域
づ
く
り
の
た
め
の
交
通

基
盤
等
の
整
備
を
推
進
す
る
上
で
も
、
制
度
の
積
極
的
な

活
用
に
よ
る
関
連
事
業
に
対
す
る
幅
広
い
支
援
を
行
っ
て

い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

一
制
度
の
基
本
的
な
仕
組
み

道
路
開
発
資
金
制
度
の
基
本
的
な
仕
組
み
は
図
に
示
す

と
お
り
で
あ
る
が
、
民
間
事
業
者
等
を
対
象
事
業
者
と
し
、

ま
た
国
の
貸
付
金
に
民
間
資
金
を
組
み
合
わ
せ
る
こ
と
で

国
費
の
負
担
の
軽
減
を
図
り
つ
つ
十
分
な
長
期
低
利
資
金

を
確
保
し
て
い
る
点
で
特
徴
的
で
あ
る
。
融
資
の
原
資
は

国
の
貸
付
金
で
あ
る
道
路
開
発
資
金
貸
付
金
及
び
鰤
道
路

96

開
発
振
興
セ
ン
タ
ー
が
供
給
を
行
う
原
則
と
し
て
こ
れ
と

セ行

同
額
の
民
間
資
金
か
ら
成
り
立
っ
て
い
る
。
利
率
、
貸
付

道

限
度
、
償
還
期
間
、
据
置
期
間
等
の
条
件
は
、
別
表
に
掲

6

げ
る
と
お
り
で
あ
る
。



な
お
、
本
制
度
に
つ
い
て
は
、
｢道
路
開
発
資
金
貸
付
要

綱
｣
(昭
和
六
〇
年
九
月
二
四
日
付
建
設
省
道
総
発
第
三
三

〇
号
建
設
省
道
路
局
長
通
達
)｢道
路
開
発
資
金
貸
付
要
綱

の
運
用
に
つ
い
て

(昭
和
六
〇
年
九
月
二
四
日
付
建
設
省

道
総
発
第
三
三
一
号
建
設
省
道
路
局
長
通
達
)
に
よ
り
、

貸
付
対
象
事
業
、
貸
付
額
及
び
貸
付
け
の
条
件
等
が
定
め

ら
れ
て
い
る
。

ま
た
、
本
制
度
を
運
用
す
る
た
め
の
中
核
的
組
織
と
し

貸

付

対
象

事

業

者

金

は

一

又

%

タ

　
　

　節道路開発振興センター

融資彊比率箋舞勘皺ムレ-ト)

図 道路開発資金制度の基本的な仕組み
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国

民

て
、
前
述
の
鰯
道
路
開
発
振
興
セ
ン
タ
ー
が
昭
和
六
〇
年

七
月
に
建
設
大
臣
の
許
可
を
受
け
て
設
立
さ
れ
て
お
り
、

民
間
資
金
の
供
給
事
業
を
行
う
と
と
も
に
、
本
制
度
運
営

の
窓
口
と
し
て
、
貸
付
希
望
条
件
に
つ
い
て
の
各
種
相

談
･
指
導
や
申
請
書
類
の
審
査
等
並
び
に
制
度
を
一
層
有

効
活
用
す
る
た
め
の
新
し
い
事
業
分
野
に
お
け
る
経
済
社

会
の
需
要
分
析
、
調
査
等
の
業
務
を
行
っ
て
い
る
。

二

地
域
づ
く
り
へ
の
支
援
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

道
路
開
発
資
金
制
度
の
貸
付
対
象
事
業
は
、
道
路
に
関

連
す
る
多
様
な
ニ
ー
ズ
に
対
応
す
る
た
め
随
時
拡
充
が
図

ら
れ
て
き
て
お
り
、
制
度
創
設
当
時
八
種
類
で
あ
っ
た
貸

付
対
象
事
業
は
、
平
成
七
年
度
末
現
在
で
全
一
五
種
類
に

至
っ
て
い
る
。
(別
表
を
参
照
)

こ
の
中
で
、
広
域
的
な
地
域
の
振
興
･
活
性
化
の
拠
点

づ
く
り
に
必
要
と
さ
れ
る
交
通
･
情
報
基
盤
の
整
備
へ
の

支
援
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
に
つ
い
て
は
、
以
下
の
よ
う
な
も
の

が
挙
げ
ら
れ
る
。

イ

道
の
駅
に
対
す
る
支
援

平
成
五
年
度
よ
り
、
一
般
道
路
に
接
し
て
建
設
さ
れ
る

無
料
で
一
般
公
共
の
用
に
供
す
る
駐
車
場
又
は
こ
れ
ら
に

接
し
て
建
設
さ
れ
る
無
料
で
一
般
公
共
の
用
に
供
す
る
休

憩
所
が
貸
付
対
象
と
さ
れ
た
。
な
お
、
休
憩
所
に
つ
い
て

は
道
路
情
報
提
供
機
能
等
公
共
的
な
機
能
を
有
す
る
こ
と

が
条
件
と
な
っ
て
い
る
。
(別
表
の
う
ち
⑧
駐
車
場
等
整
備

事
業
③
駐
車
場
又
は
休
憩
所
に
該
当
)

口

S
A
･
P
A
を
活
用
し
た
地
域
拠
点
整
備
事
業

高
速
道
路
の
S
A
･
P
A
等
を
拠
点
と
し
た
周
辺
地
域

の
活
性
化
や
道
路
利
用
者
へ
の
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
の
観
点

か
ら
、
平
成
七
年
度
よ
り
貸
付
対
象
に
追
加
さ
れ
た
。
対

象
と
な
る
事
業
は
、
第
三
セ
ク
タ
ー
等
に
よ
り
高
速
道
路

等
の
S
A
･
P
A
等
と
一
体
的
･
計
画
的
に
建
設
さ
れ
る

第
二
駐
車
場
及
び
無
料
で
一
般
公
共
の
用
に
供
す
る
休
憩

所
で
あ
る
。
(別
表
の
う
ち
⑧
駐
車
場
等
整
備
事
業
③
駐
車

場
又
は
休
憩
所
に
該
当
)

ハ

開
発
関
連
道
路
事
業

平
成
元
年
度
よ
り
追
加
さ
れ
た
事
業
で
、
地
域
の
振

興
･
活
性
化
に
資
す
る
面
的
開
発
事
業
が
実
施
さ
れ
る
地

域
と
主
要
な
道
路
と
を
連
絡
し
、
広
く
地
域
開
発
及
び
道

路
交
通
の
円
滑
化
に
資
す
る
道
路
の
新
設
又
は
改
築
事
業

を
対
象
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
な
お
、
本
事
業
の
対
象
と

な
る
事
業
者
は
、
当
該
開
発
事
業
等
で
道
路
の
新
設
又
は

改
築
に
つ
い
て
道
路
法
第
二
四
条
の
規
定
に
基
づ
き
道
路

管
理
者
の
承
認
を
受
け
た
者
で
あ
る
。

二

電
線
共
同
溝
事
業

平
成
七
年
度
よ
り
、
そ
れ
ま
で
の
キ
ャ
ブ
事
業
に
代
え

て
、
電
線
共
同
溝
事
業
を
貸
付
対
象
に
追
加
し
た
。
対
象

と
な
る
事
業
は
、
電
線
共
同
溝
の
占
用
予
定
者
等
が
行
う

建
設
負
担
金
の
負
担
及
び
関
連
施
設

(ケ
J
ブ
ル
、
関
連

機
器
)
の
整
備
で
あ
る
。

ま
た
、
こ
れ
ら
の
事
業
に
加
え
て
、
地
方
都
市
に
お
け

る
地
域
の
活
力
と
創
造
性
を
高
め
る
た
め
の
道
路
関
連
施
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別表 貸付対象事業及び融資条件

対 象 事 業
合成利率

(年)
貸付期間

(据置期間)
貸 付 限 度

①東京湾横断道路建設事業
②特定民間都市開発参加事業

③沿道環境整備事業

④ロードパーク事業

⑤オープンスペース等整備事業

⑥道路空間高度利用事業

⑦路車間情報システム整備事業

⑧駐車場等整備事業

⑨自転車駐車場 (サイクルイ

ン)整備事業
⑲くらしのみちづくり事業

⑪高度道路技術開発事業

⑫特定大規模道路用地等取得事
業

⑲地域開発整備事業

⑭街づくり促進道路整備用地取

得事業
⑮施設周辺交通対策事業

(1)沿道整備道路関連

建築物

(2)新設道路等関連建

築物

(1)オープンスペース

(2)一時停車施設

(3)克雪歩行者空間

(4)建築物と立体横断

施設との接続

の共同溝

(2)共同溝監視システム

(3)電線共同溝

(4)支障物件移設

(5)情報ハイウェイ

(1)都市計画駐車場

(2)都市計画駐車場に

準ずる駐車場

(3)駐車場又は休憩所

(4)大規模駐車場

(5)駐車場案内システム

(1)特定大規模道路用

地取得
(2)道路事業用代替地

取得
の開発関連道路

(2)インターチェンジ･

サービスエリア等

(3)駐車場

L 60%

1.60 %

3.35 %

一般建築物

3,35 %

共同建築物

3.30 %

3 .30 %

3 3 0 %

3 .30 %

3 .30 %

3 .30 %

3 .35 %

3 .30 %

3.30 %

3.30 %

3.30 %

3 3 0 %

3 3 5%

3 .35%

3 ,35 %

3 .35 %

3 .30 %

3 .30 %

3 .30 %

又は

3.35%

3 .0 %

(国費のみ)

3.30 %

3.30 %

3 ,30 %

3 .30%

3 ,30 %

3 .30 %

3 .30 %

40年以内(35年)

20年以内(5 年)

15年以内(3年)

15年以内(3年)

20年以内(5年)

15年以内(3年)

15年以内(3年)

15年以内(3 年)

10年以内(3年)

20年以内(5年)

10年以内(3 年)

20年以内(5年)

15年以内(3年)

20年以内(5年)

10年以内(3年)

20年以内(5年)

20年以内(5年)

lo年以内(3年)

10年以内(3年)

10年以内(3 年)

15年以内(3年)

10年以内(3年)

10年以内(3年)

7年以内(3年)

7年以内(3年)

20年以内(5 年)

20年以内(5年)

20年以内(5 年)

10年以内(5年)

20年以内(5年)

建設工事に要する費用の40 % 以内

道路局長が別に定める率の 2倍以内

建築費並びに敷地の整備費及び取得費の

80% 以内 (担当の住宅部分を有する場合

は40 % 以内)

建築費及び敷地整備費の80 % 以内 (相当

の住宅部分を有する場合は40% 以内)

用地取得費の100 % 以内

建築費及び敷地整備費の40 % 以内

敷地整備費及び一時停車施設整備費の

100% 以内

建築費及び敷地整備費の80 % 以内

接続費用の80 % 以内

建設負担金の40 % 以内

関連施設整備費の80% 以内

建設負担金及び関連施設整備費の40% 以内

移設費の80 % 以内

費用負担額の80% 以内

整備費の80% 以内

建設費の80% 以内

(休日対応駐車場の場合は40% 以内)

建設費のの80% 以内

(休 H 対応駐車場の場合は40% 以内)

建設費の80% 以内

建設費の80 % 以内

関連施設整備費の80% 以内

建設費の80% 以内

貸付対象事業費の80 % 以内

直接経費の80 % 以内

用地取得費の100 % 以内

代替地取得費の100% 以内

道路管理者の承認に係る事業費の100 %

以内

道路管理者の承認に係る事業費の100 %

以内

道路管理者の承認に係る事業者の100 %

以内

用地取得費の90 % 以内

道路管理者の承認に係る事業費の100 %

以内

(平成 8年 5月10日現在)
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設
整
備
を
促
進
す
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
つ
い
て
は
、
以
下

の
よ
う
な
も
の
が
あ
る
。

ホ

駐
車
場
･
自
転
車
駐
車
場
整
備
事
業

市
街
地
等
都
市
内
に
お
け
る
安
全
か
つ
円
滑
な
道
路
交

通
の
確
保
に
資
す
る
た
め
、
一
般
公
共
の
用
に
供
す
る
駐

車
場
･
自
転
車
駐
車
場
の
整
備
又
は
こ
れ
ら
を
付
置
す
る

建
築
物
の
整
備
を
対
象
に
貸
付
け
を
行
う
。

へ

く
ら
し
の
み
ち
づ
く
り
事
業

地
域
の
特
性
を
活
か
し
た
個
性
的
で
質
の
高
い
道
づ
く

り
を
推
進
す
る
た
め
、
地
域
の
計
画

(く
ら
し
の
み
ち
づ

く
り
計
画
)
に
基
づ
き
行
わ
れ
る
道
路
の
快
適
性
の
向
上

又
は
道
路
景
観
の
整
備
に
関
す
る
事
業
を
対
象
に
貸
付
け

を
行
う
。

ト

街
づ
く
り
促
進
道
路
整
備
用
地
取
得
事
業

面
的
事
業
に
よ
る
幹
線
道
路
の
整
備
と
良
好
な
街
づ
く

り
の
促
進
を
図
る
た
め
、
土
地
区
画
整
備
事
業
又
は
市
街

地
再
開
発
事
業
と
し
て
行
わ
れ
る
道
路
整
備
の
た
め
の
用

地
の
先
行
取
得
事
業
を
対
象
に
貸
付
を
行
う
。

加
え
て
、
こ
れ
ら
の
事
業
の
他
に
も
、
沿
道
に
お
け
る

緩
衝
建
築
物
や
オ
ー
プ
ン
ス
ペ
ー
ス
の
整
備
事
業
等
を
貸

付
対
象
と
し
、
地
域
の
特
性
に
応
じ
た
道
路
関
連
施
設
整

備
の
促
進
を
図
っ
て
い
る
。
な
お
、
上
記
の
事
業
を
含
め

本
制
度
の
対
象
と
な
る
事
業
の
う
ち
、
㈱
民
間
都
市
開
発

推
進
機
構
の
参
加
業
務
と
し
て
行
わ
れ
る
事
業
に
つ
い
て

は
、
国
費
分
金
利
が
無
利
子
と
な
る
。
(別
表
の
う
ち
②
特

定
民
間
都
市
開
発
参
加
事
業
に
該
当
)。

三

貸
付
け
の
条
件
等

道
路
開
発
資
金
の
貸
付
け
の
条
件
等
に
つ
い
て
は
、
事

業
に
よ
り
各
々
で
あ
る
が
、
そ
の
概
要
は
以
下
の
と
お
り

で
あ
る
。

の

貸
付
利
率

国
の
貸
付
金
に
つ
い
て
は
無
利
子
、
三
%
又
は
三
･
一

%

(財
投
金
利
等
の
水
準
に
応
じ
て
決
定
さ
れ
る
金
利
)

の
三
種
類
の
い
ず
れ
か
、
民
間
資
金
に
つ
い
て
は
融
資
時

点
の
長
期
プ
ラ
イ
ム
レ
ー
ト
が
適
用
さ
れ
る
。
な
お
、
こ

れ
ら
は
、
最
終
期
限
ま
で
固
定
さ
れ
る
固
定
金
利
で
あ
る
。

ま
た
、
両
資
金
を
合
わ
せ
た
道
路
開
発
資
金
全
体
の
利
率

を
合
成
利
率
と
呼
ん
で
い
る
。
な
お
、
こ
の
合
成
利
率
は

平
成
八
年
五
月
一
〇
日
現
在
で
一
･
八
%
、
三
･
三
%
、

三

.
三
五
%
と
な

っ
て
い
る
。

②

貸
付
限
度

対
象
事
業
費
の
四
0
%
、
六
0
%
、
八
○
%
、
又
は
一

〇
0
%

③

償
還
期
間

(う
ち
措
置
期
間
)

七
年
仝
ニ
年
)、
一
〇
年

ム
ニ
年
)、
一
五
年

仝
ニ
年
)、

二
〇
年
(五
年
)
(東
京
湾
横
断
道
路
建
設
事
業
に
つ
い
て

は
四
〇
年

(三
五
年
))。

お
わ
り
に

前
述
し
た
よ
う
に
、
今
日
に
お
い
て
、
経
済
社
会
活
動

に
密
着
し
た
最
も
基
本
的
な
社
会
資
本
で
あ
る
道
路
に
期

待
さ
れ
る
役
割
は
、
極
め
て
多
様
で
か
つ
大
き
な
も
の
と

な
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
時
代
の
要
請
に
応
え
る
た
め

に
は
、
道
路
本
体
の
み
な
ら
ず
沿
道
や
道
路
空
間
へ
、
ま

た
人
･
車
の
交
通
に
加
え
て
情
報
の
流
れ
へ
と
、
多
様
か

つ
総
合
的
な
視
点
か
ら
道
路
整
備
を
進
め
て
い
く
必
要
が

あ
る
。

道
路
開
発
資
金
制
度
は
、
こ
の
よ
う
な
観
点
か
ら
、
道

路
の
建
設
･
管
理
と
い
う
こ
れ
ま
で
の
道
路
管
理
者
と
し

て
の
道
路
行
政
の
枠
を
発
展
的
に
拡
大
し
、
官
民
の
パ
ー

ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
に
よ
る
新
し
い
タ
イ
プ
の
道
づ
く
り
と
そ

の
推
進
手
法
を
模
索
し
つ
つ
、
道
路
を
取
り
巻
く
時
代
の

ニ
ー
ズ
に
的
確
に
対
応
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

関
係
各
位
の
一
層
の
ご
理
解
と
ご
支
援
を
お
願
い
す
る
も

の
で
あ
る
。

道々テセ 96,5 9
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『道
の
駅
』
に
つ
い
て

大
村

敦

成
果
を
上
げ
る
こ
と
が
で
き
た
。

一
九
九
二
年
か
ら
、
東
京
大
学
工
学
部
の
越
教
授
を
座

長
と
し
て
｢道
の
駅
｣
懇
談
会
を
開
催
し
、
｢道
の
駅
｣
の

基
本
コ
ン
セ
プ
ト
等
に
つ
い
て
検
討
を
行
い
、
一
九
九
三

年
一
月
に
は
、
｢道
の
駅
｣
に
関
す
る
提
言
が
取
り
ま
と
め

ら
れ
、
｢道
の
駅
｣
の
登
録
･
案
内
制
度
が
発
足
し
た
。
同

年
四
月
に
第
一
回
の
登
録
が
行
わ
れ
、
全
国
で
一
〇
三
箇

所
の

｢道
の
駅
｣
が
誕
生
し
た
。

一
九
九
六
年
四
月
一
六
日
現
在
、
二
八
五
箇
所
が
登
録

さ
れ
て
お
り
、
登
録
数
は
、
約
三
年
で
約
二
･
八
倍
の
伸

　

び
と
な

っ
て
い
る
。

三

｢道
の
駅
｣
シ
ン
ボ
ル
マ
ら

に
つ
い
て

靴

｢道
の
駅
｣
の
基
本
コ
ン
セ
プ
ト
が
あ
る
程
度
固
ま
っ
た

0

時
点
で
、
｢道
の
駅
｣
の
機
能
を
わ
か
り
や
す
く
あ
ら
わ

一

は
じ
め
に

近
年
、
長
距
離
交
通
や
レ
ジ
ャ
ー
交
通
が
増
え
る
と
と

も
に
、
女
性
や
高
齢
者
ド
ラ
イ
バ
ー
の
増
加
等
、
道
路
の

利
用
が
多
様
化
し
て
き
て
い
る
。

そ
う
い
っ
た
中
で
、
疲
労
運
転
に
起
因
す
る
交
通
事
故

の
防
止
、
道
路
利
用
者
サ
ー
ビ
ス
の
高
度
化
等
を
進
め
る

た
め
、
一
般
道
路
に
お
い
て
も
二
四
時
間
誰
で
も
利
用
で

き
る
公
共
の
休
憩
施
設
が
求
め
ら
れ
て
き
て
い
る
。

ま
た
、
近
年
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
の
変
化
に
よ
り
、
人
々

の
余
暇
に
対
す
る
考
え
方
も
変
わ
っ
て
き
て
お
り
、
人
と

人
と
の
交
流
に
よ
り
心
の
豊
か
さ
を
実
感
で
き
る
空
間
が

求
め
ら
れ
て
い
る
。

｢道
の
駅
｣は
、
そ
れ
ら
を
背
景
と
し
て
誕
生
し
た
、
利

用
者
が
い
つ
で
も
自
由
に
快
適
に
休
憩
で
き
る

｢休
憩
機

能
｣、道
路
案
内
情
報
･
通
行
規
制
情
報
･
気
象
情
報
等
の

道
路
交
通
情
報
や
地
域
の
文
化
･
歴
史
･
産
物
等
の
地
域

情
報
等
を
発
信
す
る
｢情
報
交
流
機
能
｣、
道
を
軸
と
し
て

町
と
町
と
が
手
を
結
び
活
力
あ
る
地
域
づ
く
り
を
共
に
行

う
等
、
地
域
内
、
地
域
間
及
び
地
域
と
利
用
者
の
連
携
の

場
と
し
て
の

｢地
域
連
携
機
能
｣
の
三
つ
を
併
せ
持
つ
複

合
型
休
憩
施
設
で
あ
る
。

二

現
在
ま
で
の
経
緯

｢道
の
駅
｣
は
、
一
九
九
〇
年
一
月
に
中
国
地
方
で
開
催

さ
れ
た
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
席
上
で
、
｢道
路
に
駅
が
あ
っ
て

も
よ
い
の
で
は
な
い
か
｣
と
の
提
案
が
な
さ
れ
た
の
が
そ

も
そ
も
の
始
ま
り
で
あ
る
。

翌
年
か
ら
全
国
の
一
二
箇
所
に
お
い
て
、
仮
設
の
休
憩

施
設
を
利
用
し
た

｢道
の
駅
｣
の
実
験
が
実
施
さ
れ
、
好



し
、
親
し
み
や
す
さ
を
利
用
者
に
与
え
る

｢道
の
駅
｣
の

ル
マ
ー
ク
を
使
用
し
た
記
載
も
積
極
的
に
進
め
て
い
る

シ
ン
ボ

ル
マ
ー
ク
を
作
成
し
た
。

シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク
の
デ
ザ
イ
ン
は
広
く
一
般
公
募
を
行

い
、
多
く
の
作
品
が
全
国
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
。
そ
の
中
か

ら

｢道
の
駅
｣
懇
談
会
に
お
い
て
作
品
を
選
定
し
、
そ
の

作
品
を
も
と
に
シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク
が
決
定
さ
れ
た
。

現
在
、
道
路
管
理
者
は
、
道
路
利
用
者
が
施
設
を
利
用

し
易
い
よ
う

｢道
の
駅
｣
の
シ
ン
ボ

ル
マ
ー
ク
を
使
用
し

た
案
内
標
識
の
設
置
を
行
っ
て
い
る
。

平
成
六
年
度
に

｢道
の
駅
｣
利
用
者
に
対
す
る
ア
ン
ケ

ー
ト
調
査
を
行
っ
た
と
こ
ろ
、
案
内
標
識
に
よ
り

｢道
の

駅
｣
を
認
知
し
た
、
と
い
う
回
答
が
約
四
割
あ
っ
た
。

ま
た
、
長
距
離
ド
ラ
イ
ブ
途
中
の
計
画
的
な
休
憩
に
も

｢道
の
駅
｣
を
活
用
で
き
る
よ
う
、
道
路
地
図
へ
シ
ン
ポ

　　

　 　
　 　

　

写真 1 シンボルマークを使用した案内標識

1
)
。

表 1 考えられる施設と整備主体

詠ま爬体 道 路 管 理 者
市 町 村 ･
公 益 法 人 等

休 憩 機 能

駐車場
、

休憩所
、

トイレ、
園地等

イ

ト

宿

‐ト

ス

、

、
し
所

場

、
憩

車
園
休

駐
公

、
設

2

、
ン

施

第
レ
ラ

泊

情報交流機能 設施ハ提報情路道

各
内
供

等
案
提

×

、
報

館

A

設
情
産

F

施
城
物

･
信

地

、

話
通

、
設

電
種
所
施

地域連携機能
賄
熱廟

等

郷
館
交
室

(写
真
1
)。

四

｢道
の
駅
｣
の
施
設
に
つ
い
て

｢道
の
駅
｣
の
施
設
は
、
道
路
管
理
者
が
整
備
を
行
う

｢休
憩
施
設
｣
｢情
報
提
供
施
設
｣と
、
地
元
の
市
町
村
等

が
整
備
を
行
う

｢休
憩
施
設
｣
｢情
報
提
供
施
設
｣
｢地
域

交
流
施
設
｣
を
一
体
的
に
整
備
し
た
も
の
で
あ
る
。

こ
れ
ら
の
各
施
設
は
、
道
路
利
用
者
に
対
し
て
、
快
適

な
休
憩
、
多
様
な
情
報
を
提
供
で
き
る
こ
と
が
重
要
と
な

る
。
ま
た
、
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
の
多
様
化
や
地
域
交
流
圏

の
拡
大
を
睨
ん
で
、
地
元
市
町
村
が
独
自
の
創
意
工
夫
に

よ
る
様
々
な
施
設
を
整
備
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い

(表

表 2 休憩施設の整備状況
(平成 8年 4月末現在)

施 設 名 称 設置個所数

障害者用 トイ レ 246

障害者用駐車マス 129

ベ ビ ー ベ ッ ド m
宿 泊 施 設 35

温 泉 保養 施 設 35

　

五

｢道
の
駅
｣
の
機
能
に
着
目
し
定
事
例

　

｢道
の
駅
｣
は
、
｢休
憩
機
能
｣
｢情
報
交
流
機
能
｣
｢地

9セ

域
連
携
機
能
｣
と
い
う
三
つ
の
機
能
を
持
つ
が
、
そ
れ
ぞ

断

れ
の
機
能
を
活
か
し
て
整
備
さ
れ
て
い
る
い
く
つ
か
の
事

例
を
紹
介
す
る
。

の

休
憩
機
能

｢道
の
駅
｣
は
、
安
全
で
快
適
な
休
憩
が
で
き
る
よ
う
、

様
々
な
配
慮
を
お
こ
な

っ
て
い
る

(表
2
)
。

具
体
的
に
は
、
誰
で
も
二
四
時
間
無
料
で
休
憩
で
き
る

施
設
と
し
て
維
持
管
理
を
行
っ
て
い
る
。

ま
た
、
障
害
者
用
ト
イ
レ
の
設
置
及
び
障
害
者
用
駐
車

マ
ス
確
保
の
対
策
を
進
め
て
い
る
。

さ
ら
に
、
ユ
ニ
ー
ク
な
も
の
と
し
て
は
、
幼
児
の
た
め

の
ベ
ビ
ー
ベ
ッ
ド
の
設
置
、
白
湯
の
サ
ー
ビ
ス
や
ベ
ビ
ー

力
i
の
貸
出
し
、
授
乳
室
を
備
え
た

｢道
の
駅
｣
も
あ
る
。

以
下
に
述
べ
る

｢道
の
駅
｣
で
は
、
よ
り
快
適
に
休
憩


